
議案第１ ２３号

いば らき 県央 Ｊｔ 域連 携中 枢都 市圈 の形 成に 係る 連携 協約 の締 結に関

する 協議 につ いて

ｊ加 方自 治法 （昭 和２ ２年 法律 第６ ７号 ）第 ２５ ２条 の２ 第１ 項の 規定 にＪＩづ き，

緊紙 のと おり 水‾Ｆ市 と締 結し よう とす るい ばら き県 央ｊき域 連携 中枢 都市 圈の ぢ成に

係る 連携協約 に関する 協議 について ，回条第 ３項の規定に より ，議会の議決 を求め

る。

令和 ３年 １２ Ｊ１　 ２日　 提芭

令手口　 年　　 ＪＩ 日　 議決

ひた ちな か市 長　 大　谷 明



別　紙

いば らき 県央逖域崔携 中枢都市 圈の 蔡成 に関 する 連携協約書

水ド市（ ぷ， 下「 ＦＰ 」と いう 。） とひたち なか市（八下 「乙 」と いう 。） とは ，い ばら き県

央地域連携中 枢都 市圏 （な 下「 圏域 」と いう 。） を餡成す るた め， 地方 自治 伍（ 昭和 ２２年羝

律第 ６７ そ） 第２ ５２ 条の ２第 １瑕の規 定に Ｊｉ づき ，次 のと おり 連携 協め を締結す る。

（目 的）

第１ 条　 この 連携 協約 は， 連携 中枢都市 宣言 を行 った Ｆｒｌと ，ｑｌと 連携 する 意思 を有 する乙

とが 相互 に連携し ，圏 域を体の 経済成長 のけ んり ｜， 高次 の都 市機能の 集積 ・強 化八 び圏

域全体の 生活 関連機能 サー ビス の向 上に 係る 取組 を実施す るこ とに より ，活 力あ る社会

経済 を維４考 し， 住民 が安むし て快適な暮ら しを 営む こと がで きる 回域 をが成す るこ とを

目的 とす る。

（基本方針）

第２ 条　 ｑｌ ｘび 乙は ，前条に規定する 目的 を達成す るた め， 次条第１ 項に規定する 縦組に

おいて相‾ｋに役割を分担 して連携 を図 るも のと する。

（連携する取組並びに ｑｌ ｊｌ び乙の役割分担）

第３ 条　 ｑｌ 及び 乙が相互 に連携す る取組並びに それぞれ の役割分担は，別表に掲げ るとお
Ｓ

りと する。

２　 ｒＦＩ及 び乙 は， 前。項に 規定する 取組 を推進す るた め， 相互 に役割を 分担 して 連携 し，又

は協力して事務の執行に当 たる もの とす る。

［費 ＪＩ］負 担）

第４ 条　 前条第１　瑕に規ｔする ・祖を推まするた めにＳする費ＪＩ］の負社！に ついては，相亟＿

の受ａの程度を勘案し，ｑｌｊ！を び乙 が協議し てＳＩ」 に定める もの とす る。

（定期的な協議）

第５ 条　 ｑｌ　ｊｌ　び乙 は， 連携 中枢都市回の取組 に関する 連絡讚１整を 回る ため ，定期的 に協議

を行 うも のと する。

（連携協約の失効）

第６ 条　 ｑｌ 又は 乙は，こ の連携協約の失効 を求める とき は， あら かじ め議会の議決を経て

相手方に通告する もの とす る。

２　 この連携協約 は， 前項の規ｔに よる ａ告があ った 日か ら起算し て２ 年を経ａ した 日に

その効力を失 うも のと する。

（疑義の解決）

第７ 条　 この連携協約 に定 めの ない事項又は この連携協約 につ いて 疑義 を生 じた とき は，

Ｆｐ 及び乙が協議の上，決定す るも のと する。

この連携協約 の締結を 証す るた め， 本書 ２Ｓ を作成し ，ｒＰ八 び乙 が記名押印の 上， 各１

ａを保有する。

－２－



緊表 （第 ３条関Ｗ）

１ 鳬嵬経済の活性化 （圈減全体の経済成長のけんち＼）

区分 連携する取組 ｑョ の役割 乙の 役割

を業や産 業の育

成・ 支援

産業活性化コ ーデ ィネ ータ

ーの 派遣 によ る事業者 の経

営力強化など，を業や産業の

育成 ・支援になり 祖む。

乙と 連携 して

を業や産業の

育成 ・支援に主

体的 に取 り組

む。

１１ と連携して

を業や産業の

育成 ・支援に取

り組む。

鳬嵬資源 を活用し

た産業振興

先ま的技術の導入，ｊ七城ブラ

ンド の育 成・ 販路 拡大 など，

ｊ七 城資源を活用 した産業振

興に 取り 組む。

乙と 連携 して

地域資源 を垢

ｍし た産業振

興に 主体 的に

取り 組む。

殫と 連携 して

Ｊ七 城資源を恬

ルｊ した産業振

興に取り 組む。

戦略的な観光施策 圈域全体の観光資源を 活夕日

した観光プロ モー ショ ンや

誘客 と観光？肖費 の促進な ど，

戦略的な観光施策に取 り組

む。

乙と 連携 して

戦ぬ 的な 観光

施策 に主体的

に取 り組む。

ＦＦＩと 連携 して

戦略 的な 観光

施策 に取 り組

む。

２　 都市機能 の『自』 上（ 高次の都市機能の集積 ・強 化）

区分 連携する む組 ＦＰ の役割 乙の役割

高度 な［Ｋ療サービ

スの 提供

地域周産期母子【Ｘ療センタ

ーへ の支援やＥ師確保 のた

めの寄附講座開設，医療施設

現数等支援な ど， 高度なＥ療

サー ビス の提供に取り 組む。

乙と 連携 して

高度 なＫ 療サ

ービ スの 提供

に圭湊白々Ｊ にな

り組む。

ＦＰ と連携して

高度 なＥ 療サ

ービ スの 提供

に取 り組む。

宙、域的ノと翫交盍ネ

ット ワークの構築

新た な皀、域 交Ｊ の導入に 自］

けた研究や要望活動， 既存の

圈域公翫交盍の課鼈解決に

向けた研究， ぬ共交通の利用

祖まの手法の検討など，皀、域

的公共交 通ネ ット ワー クの

構築に取 り組む。

乙と 連携 して

皀、域的な翫交

ａネ ット ワー

クの構築 に生

体的 に取 り組

む。

ｑｌ と連携して

皀、域的 ノと族交

ａネ ット ワー

クの 構築 に取

り組む。

３



高等教育の環境整

備

大学等の 魅力 ［氛 上や 人材育

成に 対す る支援な ど， 高等教

育の環境整備にな り祖む。

乙と 連携 して

高等 教育 の環

境整備に 圭体

的に取り 組む。

ＦＰ と連携して

高等教育 の環

境整備に 取り

組む。

高度 なＩ ＣＴ 環境

の整備

ｌｃ Ｔの 利活 用に つい ての

情報族有や調を研究， 社会実

験な どを通じ，都市機能の強

化に 向け た高度な ｌｃ Ｔ環

境の整備に取 り組む。

乙と 連携 して

高度 なＩ ＣＴ

環境の整備に

生体的に 取り

組む。

りョ と連携して

高度 なＩ ＣＴ

環境の整備に

取り 組む。

３　 生活環境 の充 実（ 圈域全体 の生 ほ関 連機能サ ービ スの 向上）

（１ ）生活機能の 強化 に係 る政策分野

区分 連携する 取組 ｑｌ の役割 乙の役割

加減Ｋ療 圈城住民への 医療情報 の提

供の ほか，Ｋ療従事者 の確

保・ 育成，せ康づ くり など，

ｊ七城Ｋ療の充実に取 り組む。

乙と 連携 して

ｊき 域Ｋ療の充

実に 主体的に

取り 組む。

Ｆｐ と連携して

地域 医療 の充

実に取り 組む。

福祉 裁齢者や障害者の権利擁護

のた めの 成年後見制度 の利

用促進な ど， 福祉サー ビスの

充実に取 り組む。

乙と 連携 して

福祉サー ビス

の充実に 主体

的に取り 組む。

Ｆｐ と連携して

福祉 サー ビス

の充実に 取り

組む。

教育 ・大化・ スポ

ーツ

ま術 ・大化教育の推ｔ プロ

スポーツ 等に よる ｊｔ 域ほｔ生

化， ぬの 施設 の皀、域利ｍ 促進

など ，教 育・ ズイヒ・ スポ ーツ

の充実に取り 組む。

乙と 連携 して

教育 ・大化・ス

ポー ツの 充実

に主体的 に取

り組む。

ＦＰ と連携して

教育 ・大化・ス

ポー ツの 充実

に取 り組 む。

ｔ域振興 合回就職説明会・ 相談会の珮

催に よる 雇用 機会 の確保な

ど， ｔ域振興に取 り組む。

乙と 連携 して

ｊ七 城振興に生

体的 に取 り組

む。

ｒＰ と連携して

ｊｔ 域振興に取

り組む。

災害対策 圏域 内に おけ る災 害時 の相

互応援や連絡体鼈の構築な

ど， 回域兔体 で災 害対策の推

進に取り 組む。

乙と 連携 して

災害対策 の推

進に 生体的に

取り 組む。

ＦＦＩと 連携 して

１害 対策 の推

進に取り 組む。

４



環境 ほ室効果 ガス 排出 削減や環

境保全に 係る 啓発 や対策な

ど， 環境対策の推進に取り組

む、

乙と 連携 して

環境対策 の推

進に 主体 的に

取り 組む。

１１ と連携して

環境対策 の推

進に取り 組む。

（２）結 びつ きや ネッ トワ ーク の強 化に 係る 政策 分Ｗ

区分 連携する 取組 ＦＰ の役割 乙の役割

地域な共鴃フ萢 住民等の移動手段の維持・確

保な ど， 麑域むずか交瓏の充実

に取 り組 む。

乙と 連携 して

覧嵬な懴交ａ

の充実に 主体

的に取り 組む。

ＦＦＩと 連携 して

加減なョ眺交盍

の充実に取り

組む。

移住 ・定住促進 移住 ・定住に関する情報戛信

や地域お こし 協力 隊活動の

活性化， 婚恬支援など，移住・

定住促進に取 り組む。

乙と 連携 して

移住 ・定住の促

進に 主体 的に

取り 組む。

９と 連携 して

移住 ・定住の

促進 に取 り組

む。

（３）圏域マネジメン ト能力の強イヒにイ奉 る政策分野

区分 連携する 取組 ＦＰ の役割 乙の役割

人材の育成 職員の育成や能力 自］ 上， ＳＤ

Ｇｓ の普及啓発な ど， 人材の

育成に匂、ち 組む。

乙と 連携 して

人材 の育成に

主体的に取り

組む。

ＦＦＩと 連携 して

人材の育成に

取り 組む。

５－


